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台湾総督田健治郎時代における植民地官僚と台湾支
配―田日記を中心として
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1919年10月 、貴族院議員である田健治郎は68歳 の高齢で台湾総督に任 じられ、日本
植民統治時期において初の文官総督 となった。田総督は、四年間の任期中に 「同化主義」
「内地延長政策」を統治方針と定め、地方制度、台湾人と日本人 との婚姻の許可、笞刑の廃


















1呉 文星 「台湾総督田健治郎日記解題」、呉文星共編 『台湾総督田健治郎日記』上、(台北、中央研
究院台湾史研究所、2001年)、p.2。





し、総督府の官僚人事の研究 とす ることである。 目的は植民地統治階層の問題や、統治階
































5永 岡涼風 「改隷三十年記念出版明朝より伊沢時代まで』(台 北、台北活版社、1925年)、pp.120-121。
6湾 製、日本統治時期の造語、即ち台湾で形成されたもの。当時、「湾生」「湾弁」などの特殊用語
があり、何れもす こし軽蔑な意味が含 まれたのである。




や尾間立顕法師が退去 し、松本剛吉氏は故人 となり、竹下康之 と云つた連中は台湾の官界

























湾へ赴 き、総督府暫定の官制制定に参与 し、同時に土木課長に就任 した。翌年、台南県書
記官に転任、後に日本へ帰国し、東京都郵便電信局長 となる9。遞信省の関係で田総督とは
旧知の仲であった。だが、田の日記では、1920年6月17日 に竹下が求職に訪れた事と、
7月26日 竹下が田総督に澎湖郡守に推挙 してくれた恩に感謝 した ことしか挙げられていな
い。その後、日記には何行か面会を求めて果たせなかった記載が見られる。1921年8,月10
日、 日記には、「竹下康之が澎湖郡戸税賦課税率激増の不当性を熱 く訴え、その是正を請
うた。 しかし、その論拠には大 きな欠点があり、それを指摘 し、軽率なるを責めるととも
8泉 風 浪 『人 と閥』(台 北 、 南 瀛 新 報 社 、1932年)、pp.2、38。













法規整理委員会が各 「寮」の撤廃問題を審議 してお り、皇室の物品購買 ・整理や雑役を管

















ているし13、田健治郎の投資 した 「日華協信公司」 との関係も緊密であった。田健治郎の
日記によると、 日華'協信公司は創立する時に、ち ょうど日本が第一次大戦で ドイッに宣戦
10『 台湾総督府公文類纂』画像第10257巻 第116号 、「生駒高常(事 務嘱託;一 時手当六百円)」。





















ていった」とある。1921年4,月13日 、 日記には 「常吉徳寿が台湾への転職の希望を述べ













の辞令が遂に発布 された。翌年5月 、立川連台中州知事が税関長に転任とな り、新竹州知




とで、1919年 逓信省監察官から台湾総督秘書官兼参事官に転任 となる。1922年3,月 末、
14r台 湾総:督府公文類纂』画像第3879巻 第3号 、「元台中知事常吉徳寿普通恩給証書下賜」。
15椿 本義一 『台湾大観』(台 北、大阪屋号書店、1923年)、 付録第二章、p.4。
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る。1922年3月 喜多孝治が殖産局長 に昇格 し、松 田三徳は喜多の穴を補い、1924年 まで
の間、総督秘書官を務めた。
尾問立顕秘書官は1922年6,月 、松本剛吉の秘書官の欠員を補 う形で台湾へやってきた。





には 「夕方六時、東京の有力新聞の各政治部長十人 と興津庵にて飲み、尾間立顕(国 民)
がもっぱら斡旋の労を執って くれた。飲んでは語 り、存分に議論を尽 くし、約四時間後よ








はできなかったが、彼の高知 までの旅程のお膳立てをしてや り、行 き所のな くなっていた
松本は 「地獄で仏に会ひしと思ひ」 と感激 し、以後終生、田氏に忠誠を尽 くすのである。







田健治郎の間を奔走 し、 この人事案を順調に進行せしめたのである。r松 本剛吉政治 日誌』
には一晩の間の情勢の変化が生 き生 きと記載 されてお り、また山県有朋の 「君は三度秘書
16岡 義 武 、 林 茂 校 訂 『大 正 デ モ ク ラ シ ー 期 の政 治 一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 』、
年)、 解 題PP.2-7。
(東 京 、 岩 波 書 店 、1959
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為つたと云ふ心得で田の身の廻 りを世話 して呉れ、過 日も田に言つたが、何時呼び戻され
る(頗 る低声を潜 ませて)か もしれぬ17」という期待の言葉が挙げられている。 これによっ
























次官 と総務長官を務めているので、二人は知 らない仲ではなかった。 しかし、転任先も決
まっていないのに、なぜ田総督は下村を辞職させようとしたのか。 日記には、田が台湾に
17岡 義 武 、 林 茂 校 訂r大 正 デ モ ク ラ シ ー 期 の政 治 一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 』、(東 京 、 岩 波 書 店 、1959
年)、PP.40-42。
18植 民 地 に お け る官 吏 万 能 、 官 尊 民 卑 の状 況 は 日本 本 土 以 上 で、 時 々議 論 され た 。 例 えぽ 泉 風 浪 、









村の更迭は難しく、近 日中に施行される二回目の更迭案で実現 しそうなのでもう少 し待 っ
てほしいとい う横田の返答を伝えている。5月31日 に松本は再び原敬首相 と内閣書記官長























19田 健 治 郎 日記1921年4,月13日 。
20岡 義 武 、 林 茂 校 訂 『大 正 デ モ ク ラ シ ー 期 の政 治 一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 』、(東 京 、 岩 波 書 店 、1959
年)、P.89。






然 「この訓戒を堅 く守 る22」と誓 った。
田総督は下村への不満を直接原敬首相にも訴えていることが、原の7月6日 の日記から
わかる。「田台湾総督来訪、台湾に於て評議会を開きたる情況を始め、各諮問機関を設けた
る以後の情況を報告 し、極めて円満好都合に運び居れ りと言へ り。下村民政長官は此際更
迭せしめたし、其理由は、武官総督の場合には民政の為め文官の必要あ りしも、自分は既
に文官たる今日に於ては、今日までの如 き民政長官の必要な く、下村 も随て此際留任も喜
ぽざるべきに因 り、旁 々此際更迭せしめ、賀来専売局長を其後任に挙げた しと言ふに付、
余は文官総督を置きたる今 日に於ては、尤 もの次第と思ひ、之に同意を表 した り。但下村
が他に転任を望まば、何 とか配慮をなすべき事等物語 りた り23。」
文官総督時代の 「幕僚長」の役割は、武官総督時代の 「民政首長」 と大きく異なる。下
村は台湾民政においてそのことを理解 していなかったために突然 「病気による辞職」に追
い込まれることになった。おそらく突然の更迭人事に狼狽 したのだろう。下村長官は6月
17日 の 「始政記念 日」の式典を終えると、6月20日 には台湾を離れ、東京に着いてから
す ぐに親 しくしていた平田東助を訪ねた。さらに再び横田法制局長に情勢を確認した後、
その日の深夜に松本剛吉に手紙で辞意を伝え24、田総督が用意 した 「京都府知事」への転
任 も固辞した25。田総督は日記に 「静養のために推挙 した京都府知事への転任について、
下村長官は辞退の意向を示す。再考を促すも、辞意固く、その意に任せるのみ。台湾での
事務引継 ぎの手順などを指示する26。」
性格が合わない こともまた田総督が下村を更迭しようとした理 由の一つである。r松 本
剛吉政治 日誌』にそのあた りのことが生き生きと描写 されている。6月15日 に松本は原敬
を再び訪ね、人事更迭を求めた時、原は 「予は下村長官の事を話 したるに、之は横田が引
受けて居 り、田君も近 日入京さるるゆゑ処分しようではないか、あの人は柳田國男(元 貴
族院書記官長)と 云ふ人の斡旋で台湾に行つたさうだが、学者連中であつて困つた者だ、




22田 健 治 郎 日記1921年7月11日 。
23原 奎 一 郎 編 『原 敬 日記 』 第 五 巻 「首 相 時 代 」、(東 京 、 福 村 出版 、1965年)、pp.407-408。
24岡 義 武 、 林 茂 校 訂r大 正 デ モ ク ラ シ ー 期 の政 治 一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 』、(東 京 、 岩 波 書 店 、1959
年)、p.106。
25田 健 治郎 日記1921年7月6日 。
26田 健 治郎 日記1921年7月7日 。
27《 大 正 デ モ クラ シー 期 の政 治 一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 》p.101。



































29《 大 正 デ モ ク ラ シー 期 の 政 治一 松 本 剛 吉 政 治 日誌 》p.109。
30「 下 村 総 務 長 官 の 桂 冠 に 付 て(大 正 十 年 七 月)」、小 林 清 蔵編r木 村 匡 君 口演 集』(台 北 、小 林 清蔵 、
1927年)、P.169。
31蓑 和 米 南 『米 南文 集』(台 北 、 経 世 新 報 社 、1928年)、pp.324-325。









る言説は推測の域を出ない。また 「民間総督」 と呼ばれた三好徳三郎のノー トには、田総























に 「田が決め内田が随 う」形 となり、官僚人事も田総督時代のそれを踏襲していた。田の
日記からも田が台湾の政治に引ぎ続き発言権を保持 していたことがうかがえる。
33波 形 昭一 編r民 間総 督 三 好 徳 三 郎 と辻 利 茶 舗 』、(東 京 、日本 図書 セ ンタ ー、2002年)、pp.184-185。
34田 健 治 郎 日記1923年9,月2日 。




ととも関係 している。実際、台湾総督が更迭 されるとい うデマが始終飛び交っていた。山











に推 し、そのために強烈な画策をしているとい うのである。そ こで、私は武官総督の











に虚心坦懐に台湾統治の方針 と現状を話せば、首相も喜んで同意 してくれるだろ う。
新しい政策に間違いがなけれぽ、その職務を全 うするように。不幸にして意見が合わ
ないようなら、徐 々に進退を考えても遅 くはない。 くれ ぐれも軽率に動いて党の連中
の罠にはまることがないようにと37。
しか しなが ら、 この政変 によって内田の憂慮 は現実 となって しまった。加藤高 明 と 「苦
36田 健 治 郎 日記1924年1.目18日 。

















は台湾の政治に関す る情報をいつも把握 していた。 日記からその様子が うかがえる。2月
5日 に 「内田総督が来て、警務局長の人選と、総務長官の待遇などについて協議 し、政治
状況について話 した後帰った。」田が推挙 したのは尾崎勇次郎だった。2月16日 、「台湾警
務局長への就任が内定 した尾崎勇次郎が、私に推挙に対す る謝意を示すために訪れた。」
実際のところ、尾崎を推薦 したのは今回が初めてではなく、1921年8,月10日 、田は 日記
に 「松本秘書官が左記のことと、関屋(貞 三郎)宮 内次官 と交渉 した事を報告に来た。、、、
一、吉田平吾の内地地方官任用、尾崎北海道内務部長の台湾局長転任の件」 とある。 しか
し、 この時点では田と同郷であった尾崎の転任は実現 しておらず、今回ようや く台湾総督
府警務局長に就任できたのであった。
内田総督は人事案について田に意見を求めただけではな く、政務を行っていくうえでも




れそ うにないとい うので、私は同意した。また取引所 の許可がお りないこと、電力事業の
休止、嘉南大馴工事費の財源を どうするかなどを話 して行った42。」「賀来長官が訪れ、次
38伊 沢 多 喜 男 伝 記 編 纂 委 員 会 『伊 沢 多 喜 男 』、
39田 健 治 郎 日記1924年7,月22日 。
40田 健 治 郎 日記1924年9,月3日 。
41田 健 治 郎 日記1924年2月14日 。
42田 健 治 郎 日記1924年2,月18日 。
(東 京 、羽 田 書 店 、 一 九 五 一 年)、p.147。
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の要件について語 り、また近 々任地に戻る予定であると報告 していった。一、嘉南大圸工
事費の借入のため大蔵省 と交渉 した顛末、及びその件で私の助力が欲 しい旨。一、台湾株
取引所設立を求める運動が再び起 こってい ること。一、台湾商工銀行が経営困難に陥って
いること、さらに辜顕栄が経済的に逼迫 していること43」などである。田も頼まれた こと







めた。議論を繰 り返し、大いに啓発 しあい、三時間にわたって応対 した。そして辜は自家
の家財整理について私に助けを求めた45。」「林熊微が上京 し、午後になって許丙と外一名
を伴い訪ねてぎた。まず林本源製糖の営業成績が良好であることを報告 し、一昨年家財整
















1924年 に加藤高明内閣のもとで内務省は 「行政整理」を掲げ、首相と 「苦節十年」の伊
43田 健治 郎 日記1924年3.目2日 。
44田 健治 郎 日記1924年3,月22日 。
45田 健 治 郎 日記1924年3,月31日 。
46田 健 治 郎 日記1924年8.月10日 。
47田 健 治 郎 日記1924年6,月2日 。
48田 健 治 郎 日記1924年7,月17日 。
























北、台中、台南、高雄の長官 も更迭され、数百人の罷免が断行され るらしい。 これは粛清
であ り撹乱である。私情に傾いた党派政治の害毒の甚だしいことよ55。」「台湾殖産局長で
あった喜多孝治は台南州知事転任の知 らせを電報で受け取 った。おそ らく今回台湾の官界
で大規模な更迭が行われ、 もし知事が一人 も残 らなかったら、その軽率さはむ しろ滑稽で
ある56。」
生駒高常は文教課長、秘書課長などを歴任 し、1928年 に台中州知事に、翌年は拓務省管
理局長に転任し、1934年 に石川県知事に就任 し、1937年 に退官し、大日本連合青年団常
務理事に転身した57。この政党人事の荒波を無傷でのりきった数少ない人物の一人 と言え
50伊 沢多喜男より水野昌雄宛書簡、伊沢多喜男文書研究会編r伊 沢多喜男関係文書』、(東 京、芙蓉
書房、二〇〇年)、p.91。
51伊 沢多喜男伝記編纂委員会 『伊沢多喜男』、(東 京、羽田書店、一九五一年)、p.148。









喜多孝治が秘書官から殖産局長に昇進 した時、世論は 「その頭脳 の明晰なると性温良恭
謙なると事を行ふに敏活なるとは何人 も喜多氏の長所 として認むる処であるけれ ども、而
も殖産局長 としての技倆 と手腕に至つては全然一箇 の未知数であると言はなければならぬ
58。」 と評していたが、それは明らかに杞憂であった。『台湾大観』に彼に関する記述があ
る。「問題の大小に拘 らず、新規に調査 し、計画 し、遺漏なきを期 してゐる。同君は座談
に巧みなのみならず、演説 も甘い、頭脳 も好い。眼鏡 の間に底光 りする眼は相手を呑込む










援会を作って喜多を応援 した。 こうした経緯から、当地 との繋が りの深さが うかがえる。




田の理念が顕現してお り、その一例に、 ここで 「治安」対策、特に林献堂等が中心 となっ
た抗日運動への対応があげられ る。




田の日記 の中には多 くの手がか りが存在す る。当時は正に第一次世界大戦後の不景気の時
期 と重 なり、一部の台紳は否応なしに 「御用紳士」の役割を引き受けざるをえなかった。
この件に関しては、本節では特に官方の役割、中でも 「田派」の役割について検討 してい
く。
林献堂を リーダーとす る民族運動が発展 している時期は、正に田総督が 「同化主義」「内
58台 湾 日 日新 報1922年3,月30日(三)、「新 殖 産 局 長 の任 命 局 裏 正 に名 国手 を 待 つ 」。
59椿 本i義一 『台湾 大 観 』(台 北 、 大 阪 屋 号 書 店 、1923年)、 付 録 第 二 章 、p.2。








漢詩、漢文、書道の才を用い、 また一方 「警察」 の本能を発揮し、「治安」を監督する最
前線に立った。田総督は台湾統治の成績を自ら誇ってお り、 日記の中では朝鮮総督府を見
劣 りすると評する記述がしばしば見 られた。また彼の至るところでの宣伝や、総督府の施
政のために熱烈に論駁する記述が見 られ る。また 日記の中には、林献堂が指導する運動 と
イギ リス人の台湾植民統治に対する賞賛が所 々に現れ、賞賛 と反対の記述が同時に並べ ら
れてお り、そこには更に思いが叶って得意になっている老年の男の心情が想像できる。例









































1922年5,月 、新竹州知事就任わずか7ヶ 月 の常吉徳寿は、立川連に代わ りこの日本統
治時代に最 も総督府の頭を悩ませた州の首長へ と転任 した。田健治郎の日記の中には、常
吉への治安関係対策の指示が随所に見られる。最も典型的な 「治安対策」は林献堂の身に












はあるべき、 自然 と全滅に至 らせ る可能性を忠告した。
ここにおいて林献堂はしだいに口を開き、国家百年の長計は如何にと問 うたが、其























これ らの事情の展開により林献堂は非難を受けた。謝渓秋(星 楼)は 「柳裳君」のペン
ネームでr臺 湾』に 「犬羊禍」の一文を発表 し、林献堂、楊吉臣の態度に対 し、あらん限
りの風刺をした。 しかし、常吉は台湾人を分化 し利用する一方、総督に 「本島人高等官任
用之希望64」を提議するなど肯定的な思考を持っていた ようだ。




強烈で、「時 々圭角を表はして各種の問題を紛糾せしめるや何時も山本(文 平)氏 によつて
之を巧みに調節される事一再に止まらず、之が為に常吉氏去 り其後任 として本山氏が台中
62田 健 治 郎 日記1922年9,月29日 。
63田 健 治 郎 日記1922年9,月30日 。
64田 健 治 郎 日記1923年1,月3日 。







台湾の警察機i関は1919年7,月 に重大な変化が起 こった。長期に亙 り警政を掌握 してい
た警察本署長湯地幸平が福井県知事に転任 し、総督府は警察本署を警務局に改変、台北庁
長富島元治が局長を務めた。警察界の変革は、同年6月 に内務局長として台湾に赴任 した










で、1919年8月 に山形県警察部長に転任 している。この警政を熟知 している内務局長の川
崎卓吉は、1920年9月 富島警務局長が高雄州知事に就任 した時に先ず警務を兼任し、後に




ている。「松本(剛 吉)、喜多(孝 治)、松 田(三 徳)、 尾間(立 顕)諸 氏来た りて警務局長







討論する以前に、田健治郎の9月14日 の日記には既 に 「松本剛吉来た りて西園寺公の意を
66永 岡涼風 『改隷三十年記念出版明朝より伊沢時代まで』、(台 北、台北活版社、1925年)、p.285。
67伊 沢多喜男文書研究会編r伊 沢多喜男関係文書』、「伊沢多喜男氏談話速記録」、(東京、芙蓉書房、
二〇〇年)、P.484。







1922年10月3日 、田総督は自ら筆を取 り朝鮮総督齋藤実に書簡を送 り、朝鮮通信局長
を台湾警務局長に採用したい と要求した。11.目10日 、「齋藤i朝鮮総督より来電、竹内友次
























を治安警察法違反の名 目で取 り締 まった。ここから警察出身総督の手腕の敏捷性を見るこ
とができる。その後の日記中に、田総督の竹内に対する隣組(保 甲)制 度の改正や台中州
下の文化-協会講演取締等の件についての指示が随所に見 られる。総督の腹心 という立場か
69田 健 治郎 日記1922年12月25日 。
70田 健 治郎 日記1923年1月26日 。








































ことといえる。 ここから見 ると、「治安」の考えは田総督人事のひとつの側面 とも言える。
185
